






Musical Development and Teaching Methods in the Lower Grades of Elementary School: 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注4	 K.	 Swanwick	 J.	 Til lman“The	 Sequence	
of	 Musical	 Development	 :A	 Chi ldren’s	
Composition”（1986）は『音楽発達過程の系統性
―子どもの作品の研究―』として坪能由紀子氏
によって翻訳紹介された。
注5	 ニュージーランド出身のクリストファ ・ースモー
ル氏による造語であり、音楽を「作品」として
ではなく「行為」や「活動」と捉えること。
注6	 山田陽一編『音楽する身体』昭和堂、（2008）よ
り
注7	 表の（鑑）は鑑賞教材、（共）は歌唱共通教材、（音）
は音楽づくりを示す。
注8	 トーンチャイムは四半世紀ほど前に㈱スズキ楽
器製作所が教育楽器として開発したものである。
注9	 オルフ楽器については文献25の井口の記述に詳
しい。現在日本では㈱スズキ楽器製作所がザイ
ロホーン、メタルホーン、ミニグロッケンとし
て、こおろぎからはシロボックス、メタボック
スなどがある。
注10	 星野圭朗・井口太編著「子どものための音楽」
Ⅰわらべうたと即興表現、Ⅱリズムの即興表現、
Ⅲことばの即興表現　の他、谷川俊太郎詩・中
地雅之曲「ことば・あそび・うた」（いずれも日
本ショット社）などが出版されている。
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